






























































































































































































































































































































で敵と遭遇した。 7 月29日午前 3 時
から午前 7 時30分までの激しい交戦で、中国軍は次第に敗れ、死傷者500
人を残して平壤に逃れた。日本の損失は死傷者88人に達した。牙山からは
地図 1 　日清戦争の第 1 段階1894年
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陸上における第二の戦闘は、成歓での遭遇の50日後、 9 月15日に 1 万3000
～ 1 万5000人の中国軍と 1 万6000人の日本軍の間で、平壤で起こった。中























































































































































































































攻撃し、 2 月 7 日の総攻撃までしばしば中断した。このとき、日本水雷艇
の夜襲が成功して、定遠号と他の 3 隻が沈没した。中国艦隊の13隻の魚雷



























































は 4 月 1 日に示されていたが、さまざまな修正を経て下関条約の基礎とな














































































































3 月27日の補足として、5 月 7 日に上述のことが特別協定として結ばれた。





















































れは 7 月 6 日のことであり、その日に日本はついに独自に 2 万 2 千人の兵
員派遣を決めた。このときまでに日本の杉山一等書記官とドイツ公使フォ




7 月14日、日本からの援軍が到着する 3 日前に天津は陥落した。 3 週間
後、天津ではなにも行われず、 1 万5780人の同盟軍、うち8000名は日本軍

























































































































































































































したものはない。 8 月末、北京駐在ロシア大使にポール・レッサーPaul 
















































































































く18カ月に 3 つの時期に分けて行われた。遼河西部は1902年10月 8 日まで
































































は 1 日留守したのち、 5 月29日に北京に戻り、外交部が外交的秘密をしば






要求が提示されたが、それは前の協定の第 1 、第 4 、第 6 カ条に該当する






















ち、1896年 5 月 4 日にソウルで署名された小村・ウェーバー覚書Komura-
Waeber memorandum、1896年 6 月 9 日にサンクトペテルブルグで署名



























































































































































となった。日露間の交渉と外交関係全般は 2 月 5 日に日本によって切り裂
かれた。これをもって外交は戦争に進んだ。
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